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はじ3うに

解癌の診断は画像診断の進歩により急速な向上を示

してきたが,そ の前段階であるスクリーエング検査法
が依然確立されていない。私共は今回高速液体クロマ

トグラフィーを応用して進行した膵癌を中心にその傾

向を分析し,早 期鮮癌診断への可能性を検討した。そ
の結果,今 回の症例においては現状の腫瘍マーカーよ

り高い陽性率を示したので報告する。

対象と方法

今回使用したカラムは旭化成 GA‐150で, 8本 連結
し,合計2mの 長さである。分離モードはグル浸透クロ

マ トと分配クロマ トの混合モードになっている、その

排除限界分子量は100万で今までより数段高分子蛋白

領域の分離が可能となった。検出法は UV‐250コmで あ

る。検体は未処理の血清10町1の微量で可能であり,解

析時間もわずか100分である。その結果,図 のような
ピーク群が描出される。血清注入36分後,最 初に出現

するピークが Mピ ークで続いて P,IA,IG,F,Z,

A,Aa,J,R,と llFに分離される。肝硬変を代表とす
る慢性肝疾患では Fピ ークが減少ないし消失するの

で,後 述する分類からは除外しなくてはならない。当

初,種々の病態をさまざまの条件で測定してみた結果,

大量の輸血例を除けば,早 朝空腹時採血することによ

り,他 条件では影響を及ぼさないことが半J明した。そ
こで 3種類の指標を設定した。まず第 1の指標は IA十

―を応用した膵癌診断の新らしい試み
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IGttFの ピークの積分計算し,そ れと総ピーク面積と

の百分比を算出した.第 2の 指標は Zピ ークの部の極

小点と基線の距離 Zhを 測 り,そ れを総面積との比で

指数化した ZhIで ある。最後は Fピ ークとAピ ーク

との解析時間の差を求めた F‐A時 間である.

成績ならびに結論

IAttIGttFと 総面績 Tと の比は47%以 上を,ZhIは

2.30以上を陽性とし,両 者ともに陽性である群を比較

検討してみると,膵 癌14例中11例の79%が 陽性を示し

た。また第 2の 指標 ZhI陽 性かもしくは F,A時 間9.80

分以内ないしZピ ーク出現のどちらかを満足させる

組み合わせで比較検討してみると,消 化器悪性腫瘍47

例中39の83%に 陽性が示された。以上の結果により,

高速液体クロマ トグラフィーによるこの検査は,膵 癌

の診断をはじめ悪性腫場の簡便な生化学的診断法とし

て症例を重ね有用な方法と考えられるので, さらに症

例を重ね病期との関係などについても詳細に検討す

る。
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図 High Perforlnance Liquid Chromatographyで描出される正常例と膵癌例のパ

ターン

膵活のPattern

正常のHPLC
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